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一 

一
九
七
三
年
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
た
田
中
総
理
と
韓
国
の
金
鐘
泌
総
理
と
の
会
談
に
よ
り
、
金
大
中
氏
の

出
国
を
含
め
た
自
由
の
回
復
及
び
金
大
中
事
件
の
真
相
の
解
明
は
、
韓
国
政
府
の
日
本
政
府
に
対
す
る
約
束
事

項
で
あ
り
、
こ
の
約
束
を
韓
国
政
府
に
履
行
さ
せ
る
こ
と
は
日
本
政
府
の
日
本
国
会
と
日
本
国
民
に
対
す
る
公

約
で
あ
つ
た
。 

 
そ
れ
故
に
三
木
総
理
は
今
国
会
に
お
い
て
も
、
金
大
中
事
件
に
つ
い
て
は
本
人
の
自
由
回
復
の
た
め
に
さ
ら

に
格
段
の
努
力
を
し
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
す
る
と
確
約
し
た
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
公
約
と
は
裏
腹
に
総
理
は
金
大
中
氏
は
裁
判
の
係
争
中
で
あ
る
た
め
出
国
で
き
な

い
と
い
う
韓
国
政
府
の
口
実
を
用
い
実
際
上
は
自
由
の
回
復
が
で
き
ぬ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。 

金
大
中
氏
の
係
争
中
裁
判
と
は
今
か
ら
八
年
前
の
一
九
六
七
年
八
月
に
大
統
領
選
挙
法
違
反
で
、
ま
た
同
九 

金
大
中
氏
の
自
由
、
そ
の
他
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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こ
の
裁
判
の
経
過
を
見
る
な
ら
ば
「
対
立
候
補
に
対
す
る
政
治
的
報
復
で
あ
る
」
と
い
う
金
大
中
氏
の
言
葉
や

「
明
ら
か
に
政
治
裁
判
で
あ
る
」
と
い
う
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
の
言
葉
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
裁
判
が
韓
国

政
府
の
言
う
よ
う
な
三
権
分
立
の
原
則
に
の
つ
と
つ
た
公
正
な
も
の
で
は
な
く
対
立
候
補
の
妨
害
や
金
大
中
氏

の
出
国
阻
止
を
目
的
と
し
た
政
治
裁
判
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

月
に
国
会
議
員
選
挙
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
公
判
は
そ
の
後
三
年
を
経
過
し
た
一
九
七
〇

年
す
な
わ
ち
金
大
中
氏
が
大
統
領
選
挙
に
立
候
補
す
る
直
前
に
第
一
回
か
ら
第
五
回
ま
で
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

再
開
さ
れ
た
の
は
四
年
後
の
一
九
七
四
年
六
月
す
な
わ
ち
田
中
・
金
両
総
理
に
よ
つ
て
金
大
中
事
件
に
政
治
的

結
着
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
日
か
ら
七
箇
月
を
経
過
し
た
時
点
で
あ
つ
た
。 

ま
た
、
金
大
中
氏
は
一
九
六
七
年
以
後
一
九
七
一
年
と
一
九
七
二
年
に
も
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
て
お

り
金
大
中
氏
の
友
人
の
記
憶
に
よ
れ
ば
毎
年
二
度
は
日
本
を
訪
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
木
内
閣
の
閣
僚
の
中

に
も
総
理
を
始
め
数
名
が
こ
の
間
に
東
京
で
金
大
中
氏
と
懇
談
し
て
い
る
。
従
つ
て
金
大
中
氏
が
裁
判
の
係
争 
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二 

金
大
中
事
件
の
発
生
に
よ
つ
て
日
本
国
民
は
外
国
の
公
権
力
で
あ
る
韓
国
情
報
部
が
国
内
に
暗
躍
し
て
い
た

恐
る
べ
き
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
経
験
に
基
づ
き
政
府
は
外
国
公
権
力
が
国
内
に
お
い
て
捜 

(2) 

一
九
七
三
年
一
一
月
一
日
の
田
中
・
金
会
談
に
お
い
て
、
金
大
中
氏
の
裁
判
問
題
に
つ
い
て
論
議
し
た
か

ど
う
か
。
も
し
論
議
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
事
実
を
国
会
と
国
民
に
対
し
発
表
し
な
か
つ
た
意
図
は
何
か
。 

(1) 

政
府
は
、
金
大
中
氏
の
裁
判
の
事
実
経
過
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

中
で
あ
る
た
め
出
国
で
き
な
い
と
い
う
口
実
に
は
根
拠
が
な
い
。
こ
の
根
拠
の
な
い
口
実
を
認
め
る
こ
と
は
、

韓
国
政
府
の
金
大
中
氏
の
出
国
を
阻
止
す
る
政
治
的
策
謀
に
屈
服
す
る
こ
と
で
あ
り
、
金
大
中
氏
の
自
由
回
復

も
含
め
政
治
的
解
決
を
見
て
と
い
う
日
本
政
府
に
対
す
る
約
束
を
す
べ
て
踏
み
に
じ
つ
て
い
る
も
の
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。 

三
木
内
閣
は
こ
れ
に
基
づ
く
国
会
の
公
約
違
反
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
左
の
諸
点
に
つ
い
て
回
答
を
得
た

い
。 
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(4) 

そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
外
交
措
置
が
と
ら
れ
た
か
。 

(3) 

韓
国
中
央
情
報
部
の
そ
の
後
の
国
内
の
活
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
調
査

結
果
が
で
て
い
る
か
。 

(2) 

も
し
あ
つ
た
な
ら
ば
政
府
は
そ
の
事
実
に
ど
う
対
応
し
た
か
。 

(1) 

金
大
中
事
件
以
後
、
外
国
公
権
力
に
よ
つ
て
、
日
本
に
居
住
す
る
日
本
国
民
及
び
外
国
人
の
基
本
的
人
権

が
犯
さ
れ
た
事
例
は
あ
つ
た
か
。 

査
脅
迫
逮
捕
な
ど
の
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
再
び
日
本
の
主
権
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
ま
た
日
本
に
居
住

す
る
日
本
人
及
び
外
国
人
の
基
本
的
人
権
が
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
き
た
も
の
と
私
は
確

信
す
る
。 

外
国
公
権
力
の
日
本
国
内
に
お
け
る
行
為
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

以
上
四
点
を
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。 
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七 

三 
第
七
十
六
回
臨
時
国
会
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
は
金
大
中
氏
拉
致
事
件
の
主
謀
者
と
み
な
さ
れ
る

金
東
雲
氏
に
日
本
警
察
の
捜
査
に
応
ず
る
た
め
出
頭
要
求
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
政
府
は
、
最

初
は
国
会
側
の
意
思
を
韓
国
政
府
に
連
絡
す
る
と
答
え
次
に
は
責
任
を
も
つ
て
そ
の
約
束
を
実
行
す
る
と
確
約

し
た
。 

そ
の
後
そ
れ
が
ど
う
措
置
さ
れ
た
か
を
承
り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


